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保健師ワーキンググループにおける検討事項 
 
 
 
※ 将来を担う保健師に求められる能力として、以下の能力を強化することを前提とし

て検討する。 
 
 

・対象者の理解をさらに深めることができるよう以下の能力を強化する 
 

a. 幅広い視野で対象者や集団のニーズを捉えるためのコミュニケーション能力 

b. 個別の状況も踏まえ、対象集団の顕在的・潜在的問題を把握する能力 

c. 対象集団の生活や健康等に関する情報を多角的・継続的に捉えて分析し、施策

化していく能力 
 
 

・保健師としての役割をさらに発揮できるよう以下の能力を強化する 
 

d. 対象者個別の問題を地域社会（集団）の課題として捉え直し、予防的に介入し、

支援する能力 

e. 不足する資源を創出し、関係機関の調整及び対象者の組織化を図り、それらを

育成する能力 

f. 少子高齢化を踏まえ、新たな健康課題に取り組み、解決に向けて対応策を企画

し、講じる能力 

g. 今後の医療・介護提供体制を踏まえた地域包括ケアシステム等の構築に向けて

施策化する能力 

h. 大規模災害等の健康危機への予防策を講じ、発生時及び発生後に適切に対応す

る健康危機管理能力 

 

 

  

第５回 看護基礎教育検討会 
参考資料１ 

平成 30 年９月 20 日 
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１．検討事項  

（１）卒業時の到達目標 

 

（２）教育内容 
 
  ① 充実すべき教育内容及び留意すべき点 

  ② 整理すべき教育内容及び留意すべき点 

 

（３）教育方法 
 

① 講義・演習において工夫すべき点 

  ② 実習において留意すべき点 
 
 

（４）教育体制・教育環境 
 
  ① 教員 

  ② 実習指導者 

  ③ 教育環境 

 

 

  

※検討会第５回以降にご議論いただき、ワーキング 
グループでの検討における留意事項を整理 
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２．検討上の留意事項  

※ 見直しの方向性は、以下のとおりとする。 
 
基本的には、保健師助産師看護師学校養成所指定規則上の教育内容の枠組み（“○○

学”等）を維持して見直しを行っていく。 

 

 

（１）卒業時の到達目標について 
 

※ 免許取得前に習得すべきもの及び到達すべき水準を十分に吟味し検討する。 

  ※ 教育実態を踏まえた目標の設定を検討する。 

 
 

（２）教育内容について 

  ※ 教育内容と教育方法とを併せて検討する。 

 
①  充実すべき教育内容及び留意すべき点 

 
  【公衆衛生看護学】 

a. 健康危機管理能力を強化する必要性 

b. 「職業生活集団」及び「学校生活集団」の健康を守るための実践力を強化す

る必要性 

c. データ等のエビデンスに基づき、施策化に向けた能力を強化する必要性 
 

【疫学・保健統計学】 

a. 対象集団の生活や健康等に関する情報を多角的・継続的に捉えて分析する

能力を強化する必要性 

 

  【保健医療福祉行政論】 

a. 社会資源のシステム化や施策化を図る能力を強化する教育内容の検討 

 

②  整理すべき教育内容及び留意すべき点 
 
  ※ 免許取得前に習得すべきもの及び到達すべき水準を十分に吟味し検討する。 
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（３） 教育方法について 

※ 教育内容と教育方法とを併せて検討する。 

※ 教育効果の評価の重要性を念頭に置いて検討する。 

 
① 講義・演習において工夫すべき点 

 
a. アクティブラーニング等の教育方法の活用 

b. ICT の活用 

c. 健康危機管理等、学ぶ内容の特性に合わせたシミュレーション教育の活用  

d. 対象者の多様性や健康課題の複雑性に対応できるような講義と演習の連動 

e. 疫学・保健統計学で学んだ知識を公衆衛生看護学等の教育内容と統合させ

た教授方法の検討 

f. 実習を踏まえて、地域の健康課題の把握から実践の展開及び施策化という

一連が理解できるような演習の検討 

 

② 実習において留意すべき点 
 

   ※ 免許取得前に習得すべきもの及び到達すべき水準を十分に吟味し検討する。 
 

a. 個々の事例と地域全体のデータの分析に基づく地域診断を踏まえた保健活

動に学生が主体的に参加できる実習の検討 

b. 健康危機管理等、学ぶ内容の特性に合わせた演習と実習の連動 

c. 訪問を含めた継続的な保健指導を実施できる公衆衛生看護学実習の検討 

d. 住民の主体的な活動等の様々な場面を活用した実習の展開 

e.「職業生活集団」及び「学校生活集団」に対する保健活動の実践力を強化す

るための実習の検討 
 
 

（４）教育体制・教育環境について 

 

① 教員 
 

② 実習指導者 
 

③ 教育環境 
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助産師ワーキンググループにおける検討事項 
 
 
 
※ 将来を担う助産師に求められる能力として、以下の能力を強化することを前提とし

て検討する。 
 
 

・マタニティケア及びウィメンズヘルスケアに関する以下の能力を強化する 
  

a. 女性、母親・子ども・父親、家族（以下、対象とする）のライフサイクル全て

において、生涯にわたる健康増進・予防・課題解決のために適切かつ継続的に

支援する能力 

b. 様々なハイリスク要因を抱える対象に対応する能力 

c. 対象の社会的背景や生活に即したニーズを統合的に捉える能力 

d. 家族の形成や子どもの成長発達を継続的に支援する能力 

e. 地域における子育て世代を包括的に支援する能力 
 
 

・助産師としての役割をさらに発揮できるよう以下の能力を強化する 
 

f. 正常からの逸脱を判断し、異常を予測する臨床推論能力 

g. 緊急時や異常時に臨機応変に早期対応する実践能力 

h. 対象や他職種との信頼関係を築き、協働するための高いコミュニケーション能

力 

i. エビデンスをもとに実践し、助産師として専門的に自立／自律する能力 

 

  

第５回 看護基礎教育検討会 
参考資料２ 

平成 30 年９月 20 日 
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１．検討事項  

（１）卒業時の到達目標 

 

（２）教育内容 
 
  ① 充実すべき教育内容及び留意すべき点 

  ② 整理すべき教育内容及び留意すべき点 

 

（３）教育方法 
 

① 講義・演習において工夫すべき点 

  ② 実習において留意すべき点 
 
 

（４）教育体制・教育環境 
 
  ① 教員 

  ② 実習指導者 

  ③ 教育環境 

 

 

  

※検討会第５回以降にご議論いただき、ワーキング 
グループでの検討における留意事項を整理 
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２．検討上の留意事項  

※ 見直しの方向性は、以下のとおりとする。 
 
基本的には、保健師助産師看護師学校養成所指定規則上の教育内容の枠組み（“○○

学”等）を維持して見直しを行っていく。 

 

 

（１）卒業時の到達目標について 
 

※ 免許取得前に習得すべきもの及び到達すべき水準を十分に吟味し検討する。 

  ※ 教育実態を踏まえた目標の設定を検討する。 

 
 

（２）教育内容について 

  ※ 教育内容と教育方法とを併せて検討する。 

 
①  充実すべき教育内容及び留意すべき点 

 
  【基礎助産学】 

a. ICT リテラシーを高める必要性 

b. 家族に対して支援する能力の充実 

c. マタニティケア能力の充実 

d. ウィメンズヘルスケア能力の充実 
 

【助産診断・技術学】 

a. ライフサイクル各期における対象に対する相談及び支援能力の充実 

b. ハイリスク要因をもつ対象に対するケア能力の充実 

c. 性の多様性及び不妊を含む健康課題に対するケア能力の充実 

d. 妊娠・分べん・産じょく・新生児期におけるアセスメント能力と自立／自

律的に対応する能力の充実 

e. 分べん進行に伴う異常発生を予測し、予防的に行動する能力の充実 

f. 出生直後からの愛着形成を支援する能力の充実 
 

【地域母子保健】 

a. 地域における子育て世代を包括的かつ継続的に支援する内容の充実 

b. 地域の自主活動グループや関係機関、多職種との連携に関する内容の充実 

 

②  整理すべき教育内容及び留意すべき点 
 
  ※ 免許取得前に習得すべきもの及び到達すべき水準を十分に吟味し検討する。 
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（３） 教育方法について 

※ 教育内容と教育方法とを併せて検討する。 

※ 教育効果の評価の重要性を念頭に置いて検討する。 

 
① 講義・演習において工夫すべき点 

 
a. 対象の力を引き出すコミュニケーション能力を身につける演習の充実 

b. 実習場面を想定した場やシミュレーション教育等の工夫及び活用 

c. アクティブラーニング等の教育方法の工夫及び活用 

d. ICT の活用 

 

② 実習において留意すべき点 
 

   ※ 免許取得前に習得すべきもの及び到達すべき水準を十分に吟味し検討する。 
 

a. 妊娠期及び分べん第一期からの分べんの進行状態を観察・アセスメントし、

変化に対応する能力の充実 

b. 地域における子育て世代を包括的かつ継続的に支援する能力の充実  
 
 

（４）教育体制・教育環境について 

 

① 教員 
 

② 実習指導者 
 

③ 教育環境 
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看護師ワーキンググループにおける検討事項 
 
 
 
※ 将来を担う看護師に求められる能力として、以下の能力を強化することを前提とし

て検討する。 
 
 

・対象者の理解をさらに深めることができるよう以下の能力を強化する 
 

a. コミュニケーション能力 

b. 対象者の社会的背景や生活を理解する能力 

c. ライフステージを通じて対象者の生活に即したニーズをとらえる能力 

d. 対象者の症状や兆候からアセスメントする能力 

e. 対象者を身体的・精神的・社会的に統合した存在として幅広く理解する能力 
 

 

・対象者の立場に立った看護を提供できるよう以下の能力を強化する 
 

f. 対象者の価値観や主体性を尊重・擁護し、意思決定を支援する能力 
 

 

・看護師としての役割をさらに発揮できるよう以下の能力を強化する 
 

g. 解剖学等の知識に基づく安全な看護技術を提供する能力 

h. 専門職連携実践能力 

i. 多様な場で役割を発揮する能力 

j. 看護の質の改善のために、最新の知識を収集し、批判的吟味を行い、エビデン

スを活用する能力 

k. 倫理的問題を専門職として認知・解決していく能力 
 

 

・多様な場で多様な対象者への看護を提供できるよう以下の能力を強化する 
 

l. 地域をアセスメントする能力 

m. 対象者の状態の変化をアセスメントし、健康増進や予防に関わる能力 

n. 対象者の回復力や生きる力を引き出す能力 

 

 

  

第３回 看護基礎教育検討会 
参考資料１ 

平成 30 年７月 20 日 
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１．検討事項  

（１）卒業時の到達目標 

 

（２）教育内容 
 
  ① 充実すべき教育内容及び留意すべき点 

  ② 整理すべき教育内容及び留意すべき点 

 

（３）教育方法 
 

① 講義・演習において工夫すべき点 

  ② 実習において留意すべき点 
 
 

（４）教育体制・教育環境 
 
  ① 教員 

  ② 実習指導者 

  ③ 教育環境 

 

 

※ 保健師助産師学校養成所指定規則第４条第２項第３号に係る教育内容の検討は、

准看護師ワーキンググループにおける検討を踏まえて実施する。 

 

【参考】保健師助産師学校養成所指定規則第４条第２項（抜粋） 

  看護師学校養成所のうち、免許を得た後３年以上業務に従事している准看護師又は高等学校若し

くは中等教育学校を卒業している准看護師を教育する課程を設けようとするものに係る（中略）基

準は、次のとおりとする。（中略） 

１ 免許を得た後３年以上業務に従事している准看護師又は高等学校若しくは中等教育学校を卒業

している准看護師であることを入学又は入所の資格とするものであること。ただし、通信制の課

程においては、免許を得た後７年以上業務に従事している准看護師であることを入学又は入所の

資格とするものであること。 

３ 教育の内容は、別表３の２に定めるもの以上であること。 

  

※検討会第３回以降にご議論いただき、ワーキング 
グループでの検討における留意事項を整理 
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２．検討上の留意事項  

※ 見直しの方向性は、以下のとおりとする。 
 
基本的には、保健師助産師看護師学校養成所指定規則上の教育内容の枠組み（“○○

看護学”等）を維持して見直しを行い、包括性や継続性の観点で教育が行えるように、

領域横断といった柔軟なカリキュラム編成等について、一定の方針を提示する。 

 

 

（１）卒業時の到達目標について 
 

  ※ 免許取得前に習得すべきもの及び到達すべき水準を十分に吟味し検討する。 

  ※ 教育実態を踏まえた目標の設定を検討する。 

  ※ 技術項目の到達目標についても見直しを行う。 
 
 

（２）教育内容について 

  ※ 教育内容と教育方法とを併せて検討する。 

 
①  充実すべき教育内容及び留意すべき点 

 
  【基礎分野】 

a. ICT リテラシーを高める必要性 
 

【専門基礎分野】 

a. 臨床推論、フィジカルアセスメント、臨床薬理学等についての教育内容の

充実 
 

【専門分野・統合分野】 

a. 看護倫理（倫理的に考える力、患者の権利、患者安全、記録の管理等）の強

化 

b. 看護の対象を包括性や継続性等の観点で捉えた教育内容の検討 

c. 地域における看護実践力を強化するために必要な教育内容の検討 

d. 介護施設など様々な療養の場における看護実践力を強化するために必要な

教育内容の検討 

e. 終末期にある対象者及び家族等への看護についての教育内容の充実 

 

②  整理すべき教育内容及び留意すべき点 
 
  ※ 免許取得前に習得すべきもの及び到達すべき水準を十分に吟味し検討する。 
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（３） 教育方法について 

※ 教育内容と教育方法とを併せて検討する。 

※ 教育効果の評価の重要性を念頭に置いて検討する。 

 
① 講義・演習において工夫すべき点 

 
a. 領域横断的なカリキュラムの活用 

b. アクティブラーニング等の教育方法の活用 

c. ICT の活用 

d. シミュレーション教育の活用 

 

② 実習において留意すべき点 
 

   ※ 免許取得前に習得すべきもの及び到達すべき水準を十分に吟味し検討する。 

a. 看護の対象を包括性や継続性等の観点で捉えた実習の検討 

b. 実習における教育目標や対象者の検討（特に成人看護領域及び老年看護領

域について） 

c. 在宅看護領域の充実 

d. 様々な場における実習の展開（実習体制・環境の条件とあわせて検討） 

e. 患者安全を確保した上での効果的・効率的な実習方法の検討 
 
 

（４）教育体制・教育環境について 

 

① 教員 
 

② 実習指導者 
 

③ 教育環境 

- 30 -



※実践については、看護職員や教員の指導の下で行う

看護師の実践能力

構成要素

1 人体の構造と機能について理解する 文言修正 対象者の状態を理解するのに必要な人体の構造と機能について理解する

2
人の誕生から死までの生涯各期の成長・発達・加齢の特徴を理解す

る
文言修正

胎生期から死までの生涯各期の成長・発達・加齢の特徴に関する知識を

もとに対象者を理解する

3 対象者を身体的・心理的・社会的・文化的側面から理解する 文言修正 対象者を身体的・心理的・社会的・文化的側面から総合的に理解する

4
実施する看護の根拠・目的・方法について相手に分かるように説明

する
文言修正

実施する看護の根拠・目的・方法について対象者の理解度を確認しなが

ら説明する

5 自らの役割の範囲を認識し説明する 11・50と統合 －

6
自らの現在の能力を超えると判断する場合は、適切な人に助言を求

める
11と統合 －

－ － 11から移動 看護職としての倫理観を持ち、法令を遵守して行動する

7 対象者のプライバシーや個人情報を保護する ８と統合 －

8 対象者の価値観、生活習慣、慣習、信条等を尊重する 文言修正
対象者の尊厳を守る意味を理解し、価値観、生活習慣、慣習、信条等を

尊重した行動をとる

9
対象者の尊厳や人権を守り、擁護的立場で行動することの重要性を

理解する
文言修正 対象者の情報の取扱い及び共有の方法を理解し、適切な行動をとる

10 対象者の選択権及び自己決定を尊重する 文言修正 対象者の選択権及び自己決定権を尊重し、擁護的立場で行動する

11 組織の倫理規定及び行動規範に従って行動する
文言修正

7の前へ移動
－

12 対象者と自分の境界を尊重しながら援助的関係を維持する 文言修正 対象者と自分の境界を尊重しながら関係を構築する

13 対人技法を用いて、対象者と援助的なコミュニケーションをとる 文言修正 対人技法を用いて、信頼関係の形成に必要なコミュニケーションをとる

14 対象者に必要な情報を対象者に合わせた方法で提供する 文言修正 必要な情報を対象者の状況に合わせた方法で提供する

15 対象者からの質問・要請に誠実に対応する 13・14と統合 －

16 健康状態のアセスメントに必要な客観的・主観的情報を収集する 文言修正
健康状態のアセスメントに必要な客観的・主観的情報を系統的に収集す

る

17 情報を整理し、分析・解釈・統合し、課題を抽出する 文言修正 情報を整理し、分析・解釈・統合し、看護課題の優先順位を判断する

18
対象者及びチームメンバーと協力しながら実施可能な看護計画を立

案する

文言修正

19と順序入れ替え
根拠に基づき対象者の状況に応じた看護を計画する

19 根拠に基づいた個別的な看護を計画する
文言修正

18と順序入れ替え

看護計画の立案にあたって、対象者を含むチームメンバーと連携・協働

する必要性を理解する

20 計画した看護を対象者の反応を捉えながら実施する 文言修正 計画に基づき看護を実施する

21 計画した看護を安全・安楽・自立に留意し実施する 22と統合 －

22 看護援助技術を対象者の状態に合わせて適切に実施する 文言修正
対象者の状態に合わせて、安全・安楽・自立／自律に留意しながら看護

を実施する

23 予測しない状況の変化について指導者又はスタッフに報告する 25と統合 －

24 実施した看護と対象者の反応を記録する 25と統合 －

25 予測した成果と照らし合わせて、実施した看護の結果を評価する 文言修正 実施した看護の結果を評価し、必要な報告・記録をする

26 評価に基づいて計画の修正をする － 評価に基づいて計画の修正をする

27
生涯各期における健康の保持増進や疾病予防における看護の役割を

理解する
文言修正

生涯各期における健康の保持増進や疾病予防における看護の役割を説明

する

28 環境の変化が健康に及ぼす影響と予防策について理解する 文言修正 環境が健康に及ぼす影響と予防策について理解する

29 健康増進と健康教育のために必要な資源を理解する 27・30と統合 －

30 対象者及び家族に合わせて必要な保健指導を実施する 文言修正 対象者及び家族に合わせた必要な資源を理解し、生活指導を実施する

31 妊娠・出産・育児に関わる援助の方法を理解する ２・27と統合 －

32
急激な変化状態（周手術期や急激な病状の変化、救命処置を必要と

している等）にある人の病態と治療について理解する
文言修正

急速に健康状態が変化する（周手術期や急激な病状の変化、救命処置を

必要としている等）対象の病態や、治療とその影響について理解する

33 急激な変化状態にある人に治療が及ぼす影響について理解する 32と統合 －

34 対象者の健康状態や治療を踏まえ、看護の優先順位を理解する 19と統合 －

35 状態の急激な変化に備え、基本的な救急救命処置の方法を理解する 文言修正 基本的な救急救命処置の方法を理解し、模擬的に実践する

36
状態の変化に対処することを理解し、症状の変化について迅速に報

告する
文言修正 健康状態の急速な変化に気付き、迅速に報告する

D.援助的関係の形

成

卒業時の到達目標 改正案（第3回WG終了時点版）

Ⅰ群

ヒューマンケア

の基本的な能力

A.対象の理解

B.実施する看護に

ついての説明責任

C.倫理的な看護実

践

J.急激な健康状態

の変化にある対象

への看護

⇒ 急速に健康状態

が変化する対象へ

の看護

Ⅱ群

根拠に基づき、

看護を計画的に

実践する能力

E.アセスメント

F.計画

G.実施

看護師等養成所の運営に関する指導ガイドライン 別表13

 看護師に求められる実践能力と卒業時の到達目標【第５回看護師ワーキンググループ終了時点の改正案】

修正の有無

H.評価

Ⅲ群

健康の保持増

進、疾病の予

防、健康の回復

にかかわる実践

能力

I.健康の保持・増

進、疾病の予防

第６回 看護基礎教育検討会

平成30年10月26日
参考資料２
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看護師の実践能力

構成要素
卒業時の到達目標 改正案（第3回WG終了時点版）修正の有無

37 合併症予防の療養生活を支援をする 文言修正 合併症予防のために必要な看護を理解し、回復過程を支援する

38 日常生活の自立に向けたリハビリテーションを支援する 文言修正 日常生活の自立／自律に向けた回復過程を支援する

39 対象者の心理を理解し、状況を受けとめられるように支援する ３・20と統合 －

40 慢性的経過をたどる人の病態と治療について理解する 文言修正 慢性的経過をたどる人の病態や、治療とその影響について説明する

41 慢性的経過をたどる人に治療が及ぼす影響について理解する 40と統合 －

42 対象者及び家族が健康障害を受容していく過程を支援する 文言修正 対象者及び家族が健康課題に向き合う過程を支援する

43
必要な治療計画を生活の中に取り入れられるよう支援する（患者教

育）
文言修正

健康課題を持ちながらもその人らしく過ごせるよう、生活の質（ＱＯ

Ｌ）の維持・向上に向けて支援する

44
必要な治療を継続できるようなソーシャルサポートについて理解す

る
43と統合 －

45 急性増悪の予防に向けて継続的に観察する 文言修正 急性増悪の予防・早期発見・早期対応に向けて継続的に観察する

46
慢性的な健康障害を有しながらの生活の質（ＱＯＬ）向上に向けて

支援する
43と統合 －

47 死の受容過程を理解し、その人らしく過ごせる支援方法を理解する
文言修正

48と順序入れ替え
終末期にある人の治療と苦痛を理解し、緩和に向けて支援する

48 終末期にある人の治療と苦痛を理解し、緩和方法を理解する
文言修正

47と順序入れ替え

終末期にある対象者の意思を尊重し、その人らしく過ごせるよう支援す

る

49 看取りをする家族をチームで支援することの重要性を理解する 文言修正
終末期にある対象者及び家族を多様な場においてチームで支援すること

の重要性を理解する

50 看護職の役割と機能を理解する 文言修正
看護職の業務を法令に基づいて理解するとともに、その役割と機能を説

明する

51 看護師としての自らの役割と機能を理解する 50と統合 －

52
看護師は法的範囲に従って仕事を他者（看護補助者等）に委任する

ことを理解する
60の次へ新項目追加 －

53
看護師が委任した仕事について様々な側面から他者を支援すること

を理解する
50・60・61と統合 －

54
仕事を部分的に他者に委任する場合においても、自らに説明義務や

責任があることを理解する
60の次へ新項目追加 －

55 医療安全の基本的な考え方と看護師の役割について理解する 文言修正
リスク・マネジメントを含む患者安全の基本的な考え方と看護師の役割

について説明する

56 リスク・マネジメントの方法について理解する 55と統合 －

57 治療薬の安全な管理について理解する
55と統合（技術項目

にも含まれる）
－

58 感染防止の手順を遵守する 文言修正 感染防止策の目的と根拠を理解し、適切な方法で実施する

59 関係法規及び各種ガイドラインに従って行動する 11と統合 －

60
保健・医療・福祉チームにおける看護師及び他職種の機能・役割を

理解する
－

保健・医療・福祉チームにおける看護師及び他職種の機能・役割を理解

する

－ － 新項目追加 看護チーム内における看護師の役割と責任を理解する

61
対象者をとりまく保健・医療・福祉関係者間の協働の必要性につい

て理解する
－

対象者をとりまく保健・医療・福祉関係者間の協働の必要性について理

解する

62 対象者をとりまくチームメンバー間で報告・連絡・相談等を行う 64と統合 －

63
対象者に関するケアについての意思決定は、チームメンバーととも

に行う
削除 －

64 チームメンバーとともにケアを評価し、再検討する 文言修正 対象者を含むチームメンバーと連携・共有しながら看護を実践する

65 看護を実践する場における組織の機能と役割について理解する 文言修正
地域包括ケアシステムの観点から多様な場における看護の機能と役割に

ついて理解する

66 保健・医療・福祉システムと看護の役割を理解する 65と統合 －

67 国際的観点から医療・看護の役割を理解する
文言修正

68と順序入れ替え
日本における保健・医療・福祉の動向と課題を理解する

68 保健・医療・福祉の動向と課題を理解する
文言修正

67と順序入れ替え
諸外国における保健・医療・福祉の動向と課題を知る

69 様々な場における保健・医療・福祉の連携について理解する 60・65と統合 －

70 看護実践における自らの課題に取り組むことの重要性を理解する 71と統合 －

71 継続的に自分の能力の維持・向上に努める 文言修正
看護実践における自らの課題に取り組み、継続的に専門職としての能力

の維持・向上に努める必要性と方法を理解する

72
看護の質の向上に向けて看護師として専門性を発展させていく重要

性を理解する
文言修正 看護の質の向上に努める必要性を理解する

73 看護実践に研究成果を活用することの重要性を理解する 文言修正
看護実践に新たな技術やエビデンスに基づいた知見を活用し、批判的吟

味をすることの重要性を理解する

Ⅴ群

専門職者として

研鑽し続ける基

本能力

R.継続的な学習

S.看護の質の改善

に向けた活動

Q.保健・医療・福

祉システムにおけ

る看護の役割

⇒ 地域包括ケアシ

ステムにおける看

護の役割

P.保健・医療・福

祉チームにおける

多職種との協働

Ⅳ群

ケア環境とチー

ム体制を理解し

活用する能力

M.看護専門職の役

割

N.看護チームにお

ける委譲と責務

O.安全なケア環境

の確保

L.終末期にある対

象への看護

K.慢性的な変化に

ある対象への看護
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教育の基本的考え方

1) 人間を身体的・精神的・社会的に統合された存在として幅広く理解し、看護師としての人間関係を形成
する能力を養う。

2) 看護師としての責務を自覚し、倫理に基づいた看護を実践する基礎的能力を養う。

3) 科学的根拠に基づき、看護を計画的に実践する基礎的能力を養う。

4) 健康の保持・増進、疾病の予防及び健康の回復に関わる看護を、健康の状態やその変化に応じて実践す
る基礎的能力を養う。

5) 保健・医療・福祉システムにおける自らの役割及び他職種の役割を理解し、他職種と連携・協働する基
礎的能力を養う。

6) 専門職業人として、最新知識・技術を自ら学び続ける基礎的能力を養う。

現行

教育内容 単位数 留意点

基
礎
分
野

科学的思考の基盤

13

「専門基礎分野」及び「専門分野」の基礎となる科目を設定
し、併せて、科学的思考力及びコミュニケーション能力を高
め、感性を磨き、自由で主体的な判断と行動を促す内容とす
る。
人間と社会を幅広く理解する内容とし、家族論、人間関係論、
カウンセリング理論と技法等を含むものとする。
国際化及び情報化へ対応しうる能力を養う内容を含むものと
する。
職務の特性に鑑み、人権の重要性について十分理解し、人権
意識の普及・高揚を図る内容を含むことが望ましい。

人間と生活・社会の
理解

小計 13

専
門
基
礎
分
野

人体の構造と機能

15

人体を系統だてて理解し、健康・疾病・障害に関する観察力、
判断力を強化するため、解剖生理学、生化学、栄養学、薬理
学、病理学、病態生理学、微生物学等を臨床で活用可能なも
のとして学ぶ内容とする。
演習を強化する内容とする。

疾病の成り立ちと回復
の促進

健康支援と社会保障
制度

6

人々が生涯を通じて、健康や障害の状態に応じて社会資源を
活用できるように必要な知識と基礎的な能力を養う内容とし、
保健・医療・福祉に関する基本概念、関係制度、関係する職
種の役割の理解等を含むものとする。

小計 21

専
門
分
野
Ⅰ

基礎看護学 10

専門分野Ⅰでは、各看護学及び在宅看護論の基盤となる基礎
的理論や基礎的技術を学ぶため、看護学概論、看護技術、臨
床看護総論を含む内容とし、演習を強化する内容とする。
コミュニケーション、フィジカルアセスメントを強化する内
容とする。
事例等に対して、看護技術を適用する方法の基礎を学ぶ内容
とする。
看護師として倫理的な判断をするための基礎的能力を養う内
容とする。

臨地実習 3

基礎看護学 3

小計 13

専
門
分
野
Ⅱ

成人看護学 6
講義、演習及び実習を効果的に組み合わせ、看護実践能力の
向上を図る内容とする。
健康の保持・増進及び疾病の予防に関する看護の方法を学ぶ
内容とする。
成長発達段階を深く理解し、様々な健康状態にある人々及び
多様な場で看護を必要とする人々に対する看護の方法を学ぶ
内容とする。

老年看護学 4

小児看護学 4

母性看護学 4

精神看護学 4

臨地実習 16

知識・技術を看護実践の場面に適用し、看護の理論と実践を
結びつけて理解できる能力を養う実習とする。
チームの一員としての役割を学ぶ実習とする。
保健・医療・福祉との連携、協働を通して、看護を実践する
実習とする。

成人看護学 6

老年看護学 4

小児看護学 2

母性看護学 2

精神看護学 2

小計 38

統
合
分
野

在宅看護論 4

在宅看護論では地域で生活しながら療養する人々とその家族
を理解し地域での看護の基礎を学ぶ内容とする。
地域で提供する看護を理解し、基礎的な技術を身につけ、他
職種と協働する中での看護の役割を理解する内容とする。
地域での終末期看護に関する内容も含むものとする。

看護の統合と実践 4

チーム医療及び他職種との協働の中で、看護師としてのメン
バーシップ及びリーダーシップを理解する内容とする。
看護をマネジメントできる基礎的能力を養う内容とする。
医療安全の基礎的知識を含む内容とする。
災害直後から支援できる看護の基礎的知識について理解する
内容とする。
国際社会において、広い視野に基づき、看護師として諸外国
との協力を考える内容とする。
看護技術の総合的な評価を行う内容とする。

臨地実習 4

在宅看護論 2
訪問看護に加え、地域における多様な場で実習を行うことが
望ましい。

看護の統合と実践 2

専門分野での実習を踏まえ、実務に即した実習を行う。
複数の患者を受け持つ実習を行う。
一勤務帯を通した実習を行う。
夜間の実習を行うことが望ましい。

小計 12

総計 97 3,000時間以上の講義・実習等を行うものとする。

教育の基本的考え方

1) 人間を身体的・精神的・社会的に統合された存在として幅広く理解する能力を養う。

2) 対象を中心とした看護を提供するために、看護師としての人間関係を形成するコミュニケーション能力
を養う。

3) 看護師としての責務を自覚し、対象の立場に立った倫理に基づく看護を実践する基礎的能力を養う。

4) 科学的根拠に基づいた看護を実践するために必要な臨床判断能力を養う。

5) 健康の保持・増進、疾病の予防及び健康の回復に関わる看護を、健康の状態やその変化に応じて実践す
る基礎的能力を養う。

6) 保健・医療・福祉システムにおける自らの役割及び他職種の役割を理解し、多職種と連携・協働しなが
ら多様な場で生活する人々へ看護を提供する基礎的能力を養う。

7) 専門職業人として、最新知識・技術を自ら学び続け、看護の質の向上を図る基礎的能力を養う。

看護師WG座長(案)19/1/30時点

教育内容 単位数 留意点

基
礎
分
野

科学的思考の基盤

13

「専門基礎分野」及び「専門分野」の基礎となる科目を設定し、
併せて、科学的思考力及びコミュニケーション能力を高め、感
性を磨き、自由で主体的な判断と行動を促す内容とする。
人間と社会の仕組みを幅広く理解する内容とし、家族論、人間
関係論、カウンセリング理論と技法等を含むものとする。
国際化へ対応しうる能力、情報通信技術（ICT）を活用するた
めの基礎的能力を養う内容を含むものとする。
職務の特性に鑑み、人権の重要性について十分理解し、人権意
識の普及・高揚を図る内容を含むことが望ましい。

人間と生活・社会の
理解

小計 13

専
門
基
礎
分
野

人体の構造と機能

16

看護学の観点から人体を系統だてて理解し、健康・疾病・障害
に関する観察力、判断力を強化するため、解剖生理学、生化学、
栄養学、薬理学、病理学、病態生理学、微生物学等を看護実践
の基盤として学ぶ内容とする。
臨床判断能力の基盤となる演習を強化する内容とする。

疾病の成り立ちと回復
の促進

健康支援と社会保障
制度

6

人々が生涯を通じて、健康や障害の状態に応じて社会資源を活
用できるように必要な知識と基礎的な能力を養う内容とし、保
健・医療・福祉に関する基本概念、関係制度、関係する職種の
役割の理解等を含むものとする。

小計 22

専
門
分
野

基礎看護学 10

基礎看護学では、臨床判断能力や看護の基盤となる基礎的理論
や基礎的技術、看護の展開方法等を学ぶ内容とし、シミュレー
ション等を活用した演習を強化する内容とする。
コミュニケーション、フィジカルアセスメントを強化する内容
とする。
事例等に対して、安全に看護技術を適用する方法の基礎を学ぶ
内容とする。
看護師として倫理的に判断し、行動するための基礎的能力を養
う内容とする。

在宅看護論 4

在宅看護論では、地域で生活する人々とその家族を理解し、地
域における様々な場での看護の基礎を学ぶ内容とする。
地域で提供する看護を理解し、基礎的な技術を身につけ、多職
種と協働する中での看護の役割を理解する内容とする。
地域での終末期看護に関する内容も含むものとする。

成人看護学

老年看護学
10 講義、演習及び実習を効果的に組み合わせ、看護実践能力の向

上を図る内容とする。
健康の保持・増進及び疾病の予防に関する看護の方法を学ぶ内
容とする。
成長発達段階を深く理解し、様々な健康状態にある人々及び多
様な場で看護を必要とする人々に対する看護の方法を学ぶ内容
とする。

小児看護学 4

母性看護学 4

精神看護学 4

看護の統合と実践 4

チーム医療における看護師としてのメンバーシップ及びリー
ダーシップの発揮や多職種との連携・協働を学ぶ内容とする。
臨床判断能力を養うために、専門基礎分野で学んだ内容をもと
に看護実践を段階的に学ぶ内容とする。
看護をマネジメントできる基礎的能力を養う内容とする。
医療安全の基礎的知識を含む内容とする。
災害の基礎的知識を含む内容とする。
諸外国における保健・医療・福祉の課題を理解する内容とする。
看護技術の総合的な評価を行う内容とする。

臨地実習 23

効果的に臨地実習を行うことができるよう、各養成所において
各領域の単位数を設定すること。ただし、括弧内の数字以上と
すること。

知識・技術を看護実践の場面に適用し、看護の理論と実践を結
びつけて理解できる能力を養う実習とする。
対象者及び家族の意思決定を支援することの重要性を学ぶ実習
とする。
チームの一員としての役割を学ぶ実習とする。
保健・医療・福祉との連携、協働を通して、切れ目のない看護
を学ぶ実習とする。
地域における多様な場で実習を行うこと。

看護の統合と実践では、各専門領域での実習を踏まえ、実務に
即した実習（複数の患者を受け持つ実習、一勤務帯を通した実
習等）を行う。また、多職種と連携・協働しながら看護を実践
する実習や、夜間の実習を行うことが望ましい。

基礎看護学 (3)

在宅看護論 (2)

成人看護学

老年看護学
(4)

小児看護学 (1)

母性看護学 (1)

精神看護学 (1)

看護の統合と実践 (2)

小計 63

総計 98 3,000時間以上の講義・実習を行うものとする。

備考 看護の対象の特性に鑑み、包括的かつ継続的な看護を学修できるよう、複数の領域を横断した科目を設定する
等、効果的に学ぶための工夫をすることが望ましい。

看護師等養成所の運営に関する指導ガイドライン 別表３
看護師教育の基本的考え方、留意点等（案） ＜現行からの変更部分は赤字＞
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